
寺 こ や 坐 禅 塾

日時：毎月第③日曜日
夕方４時～５時

参加費：１００円
心の荷物をいったんリセット。お寺の静寂に心を
ゆだねてみませんか？ただ坐るだけ。イスもあり
ます。終わって和尚さんからお話がありますよ。

6月１５日（日）

写 経 の 集 い

お寺の静寂のなか、写経をしてみませんか？自
然と心が落ちつきますよ。初めての方には、短
いお経もございます。「観音偈」もありますよ！

6月 8日（日）

日時：毎月第②日曜日
午後３時～４時

参加費：無料

梅 花 流 詠 讃 歌

日時：毎週土曜日
午後1時半～3時半

子どもから大人まで！
ご詠歌はどこか懐かしくってやさしい。お唱えす
れば、安らかなこころが生まれ、新たな感動がわ
いてきます。わいわいとなごやかな会ですよ！

今月の開催日は…

7日・14日・21日・28日

たまには早起きして、スッキリとした一日をはじ
めませんか？坐禅をして心をととのえ、ヨガをし
て体と呼吸をととのえます。ご予約下さい！！

日時：毎月第③木曜日
朝5時 45分～6時 45分
参加費：１００円

6月１9日（木）

寺ヨガ

お寺で朝ヨガ！

法事や葬儀でお寺をご使用できますよ

※冬期（11 月～4 月）には、灯油代がかかります。
※法事には、灯油代は必要ありません。

詳しくはお寺にお尋ねください

裏の松の木を移動しました！

◆  永代供養塔建立にあたり、裏地
の松の木も、隣の澤田米穀店さん
との境界沿いに移植しました。手
前の土地も広徳寺のスペースです
ので、以前よりも駐車しやすくなっ
たと思います。

永代供養塔・ペット供養塔の工事中

◆  お盆前をめどに、裏の栗の木前に永代供養塔を、表の
境内にペット供養塔を建設中です。永代供養塔横に、境
内の庭にあった八重桜と梅の木を移植しました。永代供
養塔・ペット供養塔の詳細はまた改めてお知らせ致しま
す。

↑建設途中のペット供養
塔。塀際にはカイヅカイ
ブキを植える予定です。

↑建設途中の永代供養塔。
どんな形になるんでしょ
うか？？

◆  葬儀や法事にお寺をご利用下さ
い。少人数でも大丈夫ですよ。お
霊供膳はこちらで準備致します。

お 寺 ニ ュ ー ス ６ 月 の お 寺 の 行 事
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茨木のり子「自分の感受性くらい」より
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◇ 戸切地川も！

◇ 大野の桜並木！
きれいですね！

こんにちは！朗らかな気候になりました
ね (^-^) 北海道のこの時期が大好き
です！が…今年はなんだか花粉症？のよ
うな症状が出てちょっとだけ憂うつな
日々を送っています。。
さて、 皆さん今年の桜、 見ましたか？
私は北斗市花回廊バッチリ満喫出
来ました！！丁度見頃だった GW 中に、
大野の桜並木、 しだれ桜、 鈴木牧
場の桜アイス ( 笑 )、 上磯陣屋桜の
黄金コースをドライブしてきましたよ
〜！そして、 今年は初めて陣屋桜ま
つりにも行ってみました。 たっくさん出
店が出ていて、 ステージも華やかでとっ
ても楽しかったです！北斗市公認アイ
ドルも初めてお目にかかりました〜笑
そんな桜三昧の今年でしたが、 個人
的に1番好きだったのは、“戸切地川”
です。 川沿いに桜のトンネルみたいに
なっていて凄く綺麗！！！ぼぉっと眺めて
いるとたまに電車がガタゴトンと通り
過ぎてゆく景色ものどかでほっとします。

へきりちがわ

番外編   「セウォル号犠牲者追悼」

セウォル号物故者追悼供養

おりしも、訪韓の 2 週間前には修学旅行中
の高校生を含む 300 名を超える犠牲者を出
したフェリー船セウォル号の事故。韓国中
が深い悲しみに包まれていました。参加者
一同、ソウル市市庁舎前に設けられた献花
台に参列し、亡くなった方への哀悼の意を
捧げ、また未だ不明の方々のご無事を願い
深く合掌いたしました。会場となった広場
は、あたり一面黄色一色。行方不明の人々
のことをおもんばかってか、黄色のリボン
にそれぞれ思い思いの言葉を書いて結び付
けていたのです。集まった人々の切なる思
いがひしひしと伝わりました。
国中が祝い事の自粛ムードでしたが、昨年

ぎおんしょうじゃそうけいしゅう

しゃかさま

しゃかさま

やくおうじ

ほうじょう わた

ごう

あいとう

ついとう

ほっかいどうかいたくじゅんなんしゃいれいくよう

た ん え

以上に参加者の多い花祭りフェスティバル。
犠牲者追悼のため、詩の朗読からしめやかに
始まりました。このたび犠牲になった前途あ
る高校生自身の思いと残された家族のやるせ
ない思いをうたった詩が会場に響きました。
韓国の言葉はわからずとも朗読の抑揚の中に
せつない思いが伝わってきます。つづいて、
同じ詩を今回の参加者の１人が日本語で朗読
しました。その内容に時々思わず感極まって
言葉に詰まっていましたが、最後の言葉が終
わった瞬間、会場が割れんばかりの拍手で埋
め尽くされました。異国の人が我々の国の出
来事のために泣いてくれたという思いでいっ
ぱいだったのです。それぞれ国は違っても、
心と心が一緒になった瞬間でした。
お釈迦様はお生まれになってすぐに「天にも
地にも我一人」とおっしゃいました。この地
球上の生きとし生けるものの中で、たった一
つしかない自分の命と同じように、他の人や
ものにもそれぞれ尊い命があるとのお示しです。
この度の犠牲者の方一人一人の変えがたい命
の尊さを思い帰国の途に着きました。

北海道開拓殉難者慰霊供養のため、住職が
韓国に行って参りました。札幌市の薬王寺
の方丈様が 30 年に亘り続けられている事業
ですが、毎年お釈迦様の降
誕会にあわせて行われてい
ます。今年は 5 月 6 日が旧
4 月 8 日にあたり、ソウル
市の曹渓宗の祇園精舎で盛
大に法要が行われました。

↑花祭りの初め
に行われた、犠
牲者追悼の詩の
朗読。

↑ソウル市庁舎前の広場は黄色一
色。犠牲者を思い、黄色のリボン
に思い思いの言葉を書いて束ねて
ありました。


